
第３期山下博一 町政スタート第３期山下博一 町政スタート
～「チーム上里」第 3ステージの幕開け～～「チーム上里」第 3ステージの幕開け～

　５月11日　５月11日㈪㈪、山下博一上里町長が新たな決意とともに登庁、山下博一上里町長が新たな決意とともに登庁
しました。しました。
　町役場正面玄関には、町議会議員をはじめ、多くの職員や　町役場正面玄関には、町議会議員をはじめ、多くの職員や
町民が駆けつけ、温かな拍手で出迎えました。町民が駆けつけ、温かな拍手で出迎えました。

　

こ
の
た
び
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
支

　

こ
の
た
び
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
、
上
里
町
長
と
し
て

援
を
賜
り
、
上
里
町
長
と
し
て
33
期
目
を
迎
え
る
こ
と

期
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締

と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
期
待
と
信
頼
を
真

　

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
期
待
と
信
頼
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
も
全
身
全
霊
で
町
政
運
営

摯
に
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
も
全
身
全
霊
で
町
政
運
営

に
ま
い
進
す
る
決
意
で
す
。

に
ま
い
進
す
る
決
意
で
す
。

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て

　
　
　
―
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
実
績
―

　
　
　
―
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
実
績
―

　

町
長
就
任
以
来
掲
げ
て
き
た
「
選
ば
れ
る
ま
ち
、
住

　

町
長
就
任
以
来
掲
げ
て
き
た
「
選
ば
れ
る
ま
ち
、
住

み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
皆
さ

み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
皆
さ

ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
こ
こ

ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
こ
こ
88
年年

間
の
大
き
な
成
果
と
し
て
以
下
の

間
の
大
き
な
成
果
と
し
て
以
下
の
33
点
を
挙
げ
る
こ
と

点
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

が
で
き
ま
す
。

①①
強
固
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築

強
固
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曽
有
の
危

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曽
有
の
危

機
の
中
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
独

機
の
中
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
独

自
支
援
策
を
推
進
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
緊
急
時
に
迅

自
支
援
策
を
推
進
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
緊
急
時
に
迅

速
・
的
確
に
動
け
る
高
い
危
機
管
理
意
識
を
維
持
し
て

速
・
的
確
に
動
け
る
高
い
危
機
管
理
意
識
を
維
持
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

②②
子
育
て
支
援
の
日
本
一
を
目
指
し
て

子
育
て
支
援
の
日
本
一
を
目
指
し
て

　

「

　

「
1818
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
」
「
保
育
料
完
全
無
償

歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
」
「
保
育
料
完
全
無
償

化
」
「
給
食
費
無
償
化
」
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

化
」
「
給
食
費
無
償
化
」
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー

制
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー

ズ
に
寄
り
添
い
、
さ
ら
な
る
拡
充
を
目
指
し
ま
す
。

ズ
に
寄
り
添
い
、
さ
ら
な
る
拡
充
を
目
指
し
ま
す
。

③③
町
民
生
活
を
支
え
る

町
民
生
活
を
支
え
る
基
盤
整
備

基
盤
整
備

　

健
全
な
財
政
運
営
を
図
り
な
が
ら
「
こ
む
ぎ
っ
ち
テ
ラ

　

健
全
な
財
政
運
営
を
図
り
な
が
ら
「
こ
む
ぎ
っ
ち
テ
ラ

ス
」
の
開
設
や
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
児
玉
工
業
団

ス
」
の
開
設
や
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
児
玉
工
業
団

地
線
」
「
神
流
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド
」
の
開
通
な
ど
、

地
線
」
「
神
流
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド
」
の
開
通
な
ど
、

ハ
ー
ド
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
選
ば
れ
る
町
」
と
し
て
の
証
明

「
選
ば
れ
る
町
」
と
し
て
の
証
明

　

埼
玉
県
が
発
表
し
た
「
社
会
増
減
率
（
転
入
超
過
の

　

埼
玉
県
が
発
表
し
た
「
社
会
増
減
率
（
転
入
超
過
の

割
合
）
」
に
お
い
て
、
令
和

割
合
）
」
に
お
い
て
、
令
和
66
年
の
本
町
は
県
内

年
の
本
町
は
県
内
22
位位

（
町
村
で
は

（
町
村
で
は
11
位
）
と
い
う
高
い
数
値
を
記
録
し
ま
し

位
）
と
い
う
高
い
数
値
を
記
録
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
が
上
里
町
を
住
ま

た
。
こ
の
結
果
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
が
上
里
町
を
住
ま

い
の
地
と
し
て
選
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
証
で
あ
り
、

い
の
地
と
し
て
選
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
証
で
あ
り
、

大
変
誇
ら
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

大
変
誇
ら
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　　

未
来
へ
つ
な
ぐ
、
「
チ
ー
ム
上
里
」
の
挑
戦

未
来
へ
つ
な
ぐ
、
「
チ
ー
ム
上
里
」
の
挑
戦

　

人
口
減
少
社
会
と
い
う
大
き
な
課
題
に
対
し
、
上
里

　

人
口
減
少
社
会
と
い
う
大
き
な
課
題
に
対
し
、
上
里

町
の
利
点
を
最
大
限
に
生
か
し
、
夢
と
希
望
を
持
て
る

町
の
利
点
を
最
大
限
に
生
か
し
、
夢
と
希
望
を
持
て
る

未
来
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
責
務
と
考
え
ま
す
。

未
来
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
責
務
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
雇
用
の
創
出
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど

今
後
は
、
雇
用
の
創
出
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど

に
加
え
、
以
下
の
指
針
を
軸
に
「
チ
ー
ム
上
里
」
と
し

に
加
え
、
以
下
の
指
針
を
軸
に
「
チ
ー
ム
上
里
」
と
し

て
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

て
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①①
イ
ン
フ
ラ
と
教
育
環
境
の
充
実

イ
ン
フ
ラ
と
教
育
環
境
の
充
実

　

地
域
経
済
の
動
脈
と
な
る
道
路
網
の
整
備
や
、
子
ど

　

地
域
経
済
の
動
脈
と
な
る
道
路
網
の
整
備
や
、
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
最
適
な
教
育
環
境
の
整
備
に

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
最
適
な
教
育
環
境
の
整
備
に

努
め
ま
す
。

努
め
ま
す
。

②②
デ
ジ
タ
ル
改
革
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進

デ
ジ
タ
ル
改
革
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進

　

行
政
手
続
き
の
効
率
化
を
図
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

　

行
政
手
続
き
の
効
率
化
を
図
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

利
便
性
向
上
と
生
活
を
豊
か
に
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

利
便
性
向
上
と
生
活
を
豊
か
に
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
し
ま
す
。

進
し
ま
す
。

③③
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
対
応

持
続
可
能
な
社
会
へ
の
対
応

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ss
、
脱
炭
素
、
循
環
型
社
会
を
見
据
え
、
時

、
脱
炭
素
、
循
環
型
社
会
を
見
据
え
、
時

代
に
適
応
し
た
柔
軟
で
強
い
組
織
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

代
に
適
応
し
た
柔
軟
で
強
い
組
織
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

「
チ
ー
ム
上
里
」
の
第

　

「
チ
ー
ム
上
里
」
の
第
33
ス
テ
ー
ジ
が
キ
ッ
ク
オ
フ

ス
テ
ー
ジ
が
キ
ッ
ク
オ
フ

し
ま
し
た
。
近
ご
ろ
、
「
上
里
町
に
は
勢
い
を
感
じ

し
ま
し
た
。
近
ご
ろ
、
「
上
里
町
に
は
勢
い
を
感
じ

る
」
「
職
員
の
対
応
が
丁
寧
だ
」
と
い
っ
た
温
か
い
お

る
」
「
職
員
の
対
応
が
丁
寧
だ
」
と
い
っ
た
温
か
い
お

言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
一
方
で
、
厳

言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
一
方
で
、
厳

し
い
ご
指
摘
を
い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

し
い
ご
指
摘
を
い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
町
民

の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
期
待
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
を

の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
期
待
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
胸
に
刻
み
、
常
に
研
究
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

改
め
て
胸
に
刻
み
、
常
に
研
究
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
大
き
な
可
能
性
を
未
来
へ
開
花
さ
せ
る
た
め
、

　

町
の
大
き
な
可
能
性
を
未
来
へ
開
花
さ
せ
る
た
め
、

職
員
の
知
恵
と
行
動
力
を
結
集
し
、
町
政
運
営
に
ま
い

職
員
の
知
恵
と
行
動
力
を
結
集
し
、
町
政
運
営
に
ま
い

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

て
も
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
申
し
上
げ
ま
す
。

上 

里 

町 

長
山 

下
　
博 

一
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▲下久保ダムの水位の様子（５月19日現在）

令和８年４月 19日執行令和８年４月 19日執行

上里町議会議員一般選挙開票結果上里町議会議員一般選挙開票結果

上里町長選挙開票結果上里町長選挙開票結果

問合せ問合せ…上里町選挙管理委員会【☎…上里町選挙管理委員会【☎ 3535-1237】-1237】

選挙別投票率選挙別投票率

※あん分による端数は、小数点以下を切り捨てて記載しています。※あん分による端数は、小数点以下を切り捨てて記載しています。

上里町議会議員一般選挙・上里町長選挙の結果上里町議会議員一般選挙・上里町長選挙の結果

当落 候補者氏名 投票数
当 清　　水　　ゆ う こ 1,744
当 と　　や　　隆 　 光 1,553
当 飯　　塚　　け ん じ 1,356
当 まゆずみ　　浩 　 之 　836
当 高　　橋　　　　  仁 　771
当 石　　井　　し ん や 　697
当 くつざわ　　幸 　 子 　685
当 金　　子　　義 　 則 　666

当落 候補者氏名 投票数
当 山　　下　　ひろかず 5,934

な　　や　　克　　俊 5,782
上　　里　　み ら い 　462

区分 投票者数 投票率

町議会議員
一般選挙

男 5,867 47.96%
女 6,445 51.58%
計 12,312 49.79%

町長選挙
男 5,868 47.97%
女 6,447 51.60%
計 12,315 49.80%

当落 候補者氏名 投票数
当 上　　野　　ふみかず 648
当 伊　　藤　　さ と る 587
当 赤　　沼　　やすなり 584
当 新　　井　　　　　実 516
当 植　　原　　い く お 497
当 猪　　岡　　ひ さ し 441

石　　井　　お さ む 419

町
長
コ
ラ
ム
山
下
　
博
一

◎「
下
久
保
ダ
ム
の
水
が
ピ
ン
チ
で
す
！
」

　
昨
年
夏
か
ら
続
い
た
少
雨
傾
向
に
よ

り
、
神
流
川
の
流
量
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
そ
の
対
応
と
し
て
下
久
保
ダ
ム
か

ら
の
補
給
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ダ

ム
の
貯
水
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
年
で
あ
れ
ば
、
ダ
ム
の
容
量
に
対

す
る
貯
水
率
は
約
74
％
で
す
が
、
今
年

は
、
29
・
３
％
ま
で
著
し
く
低
下
し
て

い
ま
す
（
5
月
19
日
現
在
）。
こ
れ
は
、

例
年
の
約
4
割
の
水
し
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
今
後
も
雨
が
少
な
い
と
、

さ
ら
に
貯
水
量
が
減
少
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
上
里
町
の
水
道
水
は
、
地
下
水
と
県

営
水
道
の
行
田
浄
水
場
か
ら
の
河
川
水

が
水
源
で
す
。
こ
の
地
下
水
は
、
降
雨

で
水
位
が
変
化
す
る
こ
と
が
な
い
深
井

戸
で
す
。
ま
た
、
利
根
川
上
流
域
ダ
ム

群
等
（
９
ダ
ム
）
の
貯
水
量
は
平
年
並

み
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
飲
用
水
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
業
用
水
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
農
業
用
水
の
ほ
と
ん
ど
は
、
神

流
川
頭
首
工
（
と
う
し
ゅ
こ
う
）
か
ら

取
水
さ
れ
た
水
が
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に

よ
り
供
給
さ
れ
ま
す
。
神
流
川
の
水
が

少
な
く
な
り
、
下
久
保
ダ
ム
か
ら
も
補

給
で
き
な
く
な
る
と
、
農
業
用
水
が
不

足
す
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。
神
流

川
は
「
利
根
川
水
系
」
で
あ
り
、
利
根

川
上
流
域
全
体
で
は
十
分
な
貯
水
量
が

あ
り
ま
す
が
、
利
根
川
に
合
流
す
る
ま

で
は
上
流
に
下
久
保
ダ
ム
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
他
の
ダ
ム
か
ら
水
を

供
給
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

�

ま
た
、
矢
木
沢
ダ
ム
等
の
奥
利
根
地
域

の
ダ
ム
の
よ
う
に
、
雪
解
け
水
の
流
れ

込
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。
下
久
保
ダ
ム
の

貯
水
量
は
、
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
増
え

な
い
の
で
す
。

　
６
月
は
、
麦
を
収
穫
し
た
後
の
水
田

で
、
水
を
張
っ
て
土
を
な
ら
す
代
掻
き

（
し
ろ
か
き
）
が
一
斉
に
行
わ
れ
、
田

植
え
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
一
年
で

一
番
、
集
中
し
て
農
業
用
水
が
必
要
に

な
る
時
期
と
言
え
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ

の
時
期
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
、
神

流
川
の
水
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ま
に
、

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
こ
こ
数
年
は
毎
年
、
過
去
最
高
に
暑

い
夏
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
も
、

猛
暑
や
酷
暑
の
日
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
農
地
が
乾
燥
し
て
必
要
と
な
る

水
の
量
も
多
く
な
る
は
ず
で
す
。
改
め

て
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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Tax
------------------------

税

［個人住民税が課税されない方］
■均等割も所得割もかからない方
①�生活保護法の規定による生活扶助を受けている方
（その年の賦課期日現在）
②�障害者、未成年またはひとり親・寡婦で前年の合
計所得金額が135万円以下の方

③�前年の合計所得金額が次の算式で求めた金額以下
の方

・扶養親族等がいない方…38万円
・扶養親族等がいる方…
　28万円×（本人＋扶養親族等の数）＋10万円＋16万8千円

■所得割が課税されない方
○�前年の合計所得金額が次の算式で求めた金額以下
の方

・扶養親族等がいない方…45万円
・扶養親族等がいる方…
　35万円×（本人＋扶養親族等の数）＋10万円＋32万円
※�扶養親族等とは、納税義務者と生計を一にする合
計所得金額が58万円以下の配偶者や親族です。

※�扶養親族等の数には、前年の12月31日現在の年齢
が16歳未満の方の人数も含みます。

※�所得金額とは、収入金額からその収入を得るため
の必要経費または法令で定められている一定の控
除額を差し引いた金額をいいます。

６月10日㈬に
令和８年度町民税・県民税（個人住民税）の

税額決定・納税通知書を発送します
　『令和８年度町民税・県民税納税通知書』を６月10日㈬に発送します。なお、個人住民税を「給与からの特
別徴収」の方法で納めていただく方については、勤務先から『特別徴収税額の決定通知書』をお受け取りくだ
さい。
� 問合せ…税務課住民税係【☎35－1221（内線1130～1133）】

［個人住民税の納税義務者］
　個人住民税は、その年の賦課期日（令和８年度は
令和８年１月１日）現在の住所地で、前年（令和７年）
の所得等に基づいて課税されます。
［個人住民税の税額］
　税額は、「均等割」と「所得割」の合計額です。
（均等割）
　年額5,000円
　（町民税3,000円＋県民税1,000円＋森林環境税1,000円）
（所得割）
○一般的な税率（総合課税）
　10種類の所得のうち、利子・配当・不動産・事業・
給与・山林・譲渡（分離課税分を除く）・一時・雑所
得に係る税率は、10％（町民税６％＋県民税４％）です。
　所得金額から所得控除の合計額を差し引いた「課
税所得金額」に、税率を掛けて計算されます。
所得割の計算方法
　課税所得金額（所得金額－所得控除額)×10％
　　　　　　　　　　　 －税額控除額＝所得割額
○特別な税率（分離課税） 
　土地・建物・株式等の譲渡所得等は、ほかの所得
と区別して特別な税率を使用します。
（例）土地・建物などの譲渡所得の場合
　・長期（所有期間５年超） 　５％
　・短期（所有期間５年以下） ９％　など

［個人住民税の納税方法］
　個人住民税の納税方法は、「普通徴収」、「給与からの特別徴収」、および「公的年金からの特別徴収」があります。そ
の方の年齢や所得状況により、この３つの納税方法が組み合わされることもあります。また、就職や退職、税額変更な
どの理由により年度途中で納税方法が変更になる場合もあります。

■普通徴収
　通常６月に町から通知書が送付され、４回の納期に分けて個人で納めていただきます。

　（令和８年度の普通徴収の納期限）
【第１期】６月30日㈫　　【第２期】8月31日㈪　　【第３期】11月２日㈪　　【第４期】12月28日㈪
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Tax
------------------------

税

◆６月の開庁日	 【休日】（午前８時45分～正午）	６月14日㈰
	 【夜間】（午後８時まで）	 ６月25日㈭
	  ※夜間は庁舎西入口（夜間入口）からお入りください。
	  ※休日・夜間開庁では、各種証明書は発行できません。
◆相談窓口の問合せ…税務課収税係【☎35－1220(内線1121～1126）】
　　　　　　　　　　※�納税相談の場合は、あらかじめお電話でご連絡ください。

町県民税第１期の納期限は
６月30日㈫です。
税金のお納めには便利な口座振替を
ご利用ください。

納税相談窓口納税相談窓口 ～休日開庁・夜間開庁のお知らせ～

口座振替日は納期限日となります。残高不足
等で振替ができなかった場合、再度の振替は
できませんので、残高の確認をお願いします。

■給与からの特別徴収
　給与支払者（事業主）が、従業員の個人住民税を毎月（６月から翌年５月までの12回）の給与から徴収し、従業
員に代わって市町村に納めていただきます。ただし、退職などの理由により年度途中で給与の支払を受けなく
なった時は、再就職先で引き続いて特別徴収ができる場合や退職時に残りの税額を一括して会社に支払った場
合を除き、残りの税額を「普通徴収」で納めていただくことになります。
■公的年金からの特別徴収
　個人住民税の納税義務者のうち、前年中に公的年金等の支払を受けた方であって、国民年金法に基づく
老齢基礎年金等の支払を受けている65歳以上（当該年度の４月１日現在）の方の公的年金等の所得から計
算された個人住民税を、特別徴収の対象年金から徴収して、納税義務者に代わって市町村に納めていただ
きます。公的年金からの特別徴収が停止（中止）された場合は、残りの税額を「普通徴収」で納めていた
だくことになります。

令和８年度（令和７年分）課税（非課税）証明書・所得証明書の発行について

【発行開始日】６月10日㈬
　　　　　　手数料：１通につき150円
【発行できる場所】
　全国のコンビニエンスストア等のマルチコピー機（キオスク端末）または税務課（１階⑫窓口）
　コンビニ交付サービスについては、町ホームページをご確認ください。（https://www.town.kamisato.
saitama.jp/6325.htm）
　窓口での発行の場合は以下をご確認ください。

【証明書を発行できる方】
　令和８年１月１日現在、上里町に住所があった方で、町に課税資料がある方（※）
　※�町に課税資料がない方は、申告をしていただく必要があります。税額の決定には、最長で２か月程度かかり、すぐに
証明書を発行できない場合もありますのでご了承ください。なお、前年中所得のなかった方や、家族の扶養になっ
ている方も申告は必要です（申告により課税が発生しない場合は、証明書は即日発行できます）。

【本人確認について】
　申請者（窓口に来られた方）の本人確認を実施していますので、申請の際は本人確認ができる書類（マイナンバー
カード・運転免許証・資格確認書・パスポート等）をお持ちください。また、代理人が交付請求する場合は、代理人自身
を確認できるもの（本人確認と同じ）と、証明を必要とする本人（委任者）が署名した「委任状」が必要になります（同居
の家族の方が申請する場合は「委任状」は不要です）。

問合せ…税務課住民税係【☎35－1221（内線1130～1133）】
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Living------------------------
くらし

ごみ　　つうしんゼロ

問合せ…くらし安全課生活環境係【☎35－1226】
リサイクル資源の回収活動をしませんか？

令和８年４月のごみの量は…
家庭系ごみ（可燃・不燃・有害・粗大）

 排出量 ５７０. ２ｔ
【ひとり１日あたり約628ｇ】

埼玉県内のひとり１日あたりのごみの排出量
は約490ｇです。（令和５年度）
～減らす・分別・再利用を心がけましょう～

前月と比べて
40gの増量
です

問合せ
くらし安全課生活環境係

【☎35－ 1226】

こむぎっちに聞いてみよう　おしえて！ゼロカーボンのこと‼
ゼロカーボンへの取組　～事業所編 … 『山下ゴム株式会社』～

山下ゴム株式会社はどんな会社なの？

1953年に設立した、自動車用ゴム部品（防振ゴ
ム/ホース類）を中心に製造販売する会社です。
防振ゴムとは、自動車のエンジンの振動や足回
りのサスペンションの振動を抑える部品で、自
動車の静粛性や乗り心地を陰で支えている機能
部品になります。
国内２工場（埼玉、三重）と海外７拠点(アメリ
カ、メキシコ、中国、タイ、インド、インドネシ
ア、ベトナム）に展開するｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ企業で、今回
紹介する埼玉工場は、児玉工業団地にあり、主
にホンダ様向けの防振ゴム部品を中心に製造し
て、国内、海外へ出荷しています。

ゼロカーボンへの取組はどんなことをしているの？

■省エネ活動
・�エネルギー効率の高い機器への設備更新を実施
しています。（LED照明、高効率空調、生産設備
の省電力化など）
■再生可能エネルギーの導入
・工場全体でCO2フリー電力を契約しています。
・太陽光発電パネルを設置し、工場内で消費して
います。

今後はどのような取組をしていくの？

■生産設備の電動化
・化石燃料を使用している生産設備の電動化を行
い、CO2を排出しない生産ラインを実現します。
■資源循環への取組み
・再生材を利用した製品の開発に取り組んでいき
ます。
・分解が容易な構造により、製品のリサイクルを
促進していきます。

児玉郡市共通認定袋（指定ごみ袋）の製造・供給状況について
　現在、中東情勢の影響を受け、ごみ袋等の供給が不安定な状況との報道があり、皆さまから心配の声が
寄せられております。
　児玉郡市共通認定袋（指定ごみ袋）につきましては、一部の店舗において一時的な欠品が発生しており
ますが、安定した製造および供給ができていると製造会社から回答をいただいております。
　できるだけ多くの方が購入できるよう、買い占めはお控えいただき、指定ごみ袋の安定供給にご協力を
お願いいたします。（本庄市・美里町・神川町・上里町・児玉郡市広域市町村圏組合小山川クリーンセンター）

問合せ…くらし安全課生活環境係【☎35－1226】

▲山下ゴム株式会社埼玉工場

　ごみの減量化・再資源化を図るため、地域で自主的にリ
サイクル資源の回収活動を行っている、町内に住所を有す
る方で組織されている営利を目的としない団体に対し、補
助金を交付しています。
　補助金の交付を受けようとする団体は、毎年度団体申請
していただき、町に登録することが必要となります。

【回収品目（有価物の種類）】
　◆ 紙類（新聞・雑誌・ダンボール等）　◆ 布類　
　◆ ビン類　◆ 金属類（アルミ缶・スチール缶等）
【奨励補助額】
　◆ 集団回収した有価物１キログラムにつき、６円
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くらし

　令和８年４月１日より、自転車に「交通反則通告制度」（青切符）が適用されました。
　皆さまの交通安全のため、自転車の交通ルールと、導入された「交通反則通告制度」（青切符）について
の講習会を下記のとおり開催します。どなたでも参加いただけますので、ぜひご参加ください！

その他…①町内在住70歳以上の方には、こむぎっち号無料パスを交付しますので、交付希望の方は、
　　　　　当日、本人確認ができる書類※1をお持ちください。
　　　　②デマンド交通の利用者登録（初回利用前に必須）も実施します。利用希望の方でスマート
　　　　　フォンをお持ちの方はご持参ください。
問合せ…≪講習会の内容・申込について≫くらし安全課【☎35－1226】
　　　　≪こむぎっち号・デマンド交通について≫総合政策課【☎35－1238】

　　　　　※１　マイナンバーカード、運転免許証、資格確認書等、在留カード、年金手帳など

出水期に備えて、自分に合った避難行動を考えましょう

　　　　  防 災 情 報 問合せ…くらし安全課防災安全係【☎35－ 1226】

　出水期とは、河川が増水しやすい梅雨や台風
が多い時期を指します。河川の増水時などの水
害リスクに備え、自分や家族にとって、どの避
難方法が一番安全か決めておくことが大切です。
気象庁や町から発令される警戒レベル（右表参
照）やハザードマップをあらかじめ確認し、マ
イタイムラインを作るなど自分に合った避難行
動を考えておきましょう。

自分にとって最適な避難先はどこ？避難の種類を紹介します
・屋内安全確保（垂直避難）
　建物の浸水リスクが低く、浸水深より居室が高い場合。（例：自宅の2階以上）
・立ち退き避難（水平避難）
　浸水の危険がある場所に住んでいる場合、開設されている「指定避難所」へ。
・親戚・知人宅への避難
　災害リスクの低い場所に住む親戚・知人宅へあらかじめ相談しておきましょう。

５段階の警戒レベル

「いつ」「誰が」「何を」する？マイタイムラインを作りましょう
　避難は突然の判断が難しいものです。大雨が来る前に、自分自身や
　家族の避難計画（マイタイムライン）を書き出してみましょう。

警戒レベル とるべき行動
レベル５ 緊急安全確保（命を守る最善の行動を！）
レベル４ 全員避難（危険な場所から速やかに避難）

レベル３ 高齢者等避難
（高齢者や障がいのある方は避難を開始）

レベル２ 自らの避難行動を確認
レベル１ 早期注意情報・心構えを高める

▲ハザードマップ

ハザードマップ
P17 参照

ハザードマップ
P13 参照

自転車のルール どう変わる？
どう変わる？

どう守る？
どう守る？ 講習会の

お知らせ

日時
7月6日（月）
午前10時～11時

場所
上里町役場４階
大会議室

内容・自転車の「青切符」ってどんな制度？
・どんな違反が青切符の対象になるの？
・事故から自分を守る点検と保険の話

講師
本庄警察署交通課
交通総務係員

定員
50名（先着順）
※事前にくらし安全課へ
　お申込みください

交通ルールを守って
事故なし！
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